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1 原爆被爆対策部の機構及び事務分掌

原爆被爆対策部

部長中川正仁
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調査課

.

次長兼課長
林尚之

1 部の統括に関すること.

2 原子爆弾被爆者対策の企画に関すること。

3 原爆携牲妻慰霊平和祈念式典等に関すること。

4 原子爆弾被爆者の調査に関する二と。

5 原子爆弾死没者台帳に関すること.

6 原爆殉難者無縁遺骨に関すること。

7 在外被爆者支援事業に関すること。

8 広島・長崎原爆被爆者援護対策促進協議会{八者協}
に関すること。

9 長崎原子爆弾被爆者援護強化対策協議会(原援協)
に関すること。

1。長崎市原子爆弾被爆考健康管理センターに関するこ.、、ー

長崎・ヒバクシャ医療国際協力会(ナシム)に関す
11 ること.

12 原子爆弾被爆者に係る諸団体に関すること。

部の所管啄爆資料館を除く。}に係る予算の経理に13
関すること。

14 部内事務の連絡調整に関すること。

総務係

係長川端亜由美

1 被爆者健康手帳及び第一種健康診断受診者証に関ずること。"

2 医療機関及び医療費等に関すること。

3 被爆者台帳及び第一種健康診断受診者証交付台帳の
管理に関すること。

4 原爆被爆者等の健康診断に関すること。

拡大地域支援係

係長松本博良

ー゛ー

被爆体験者精神医療受給者証に関すること。

被爆体験老の医療費に関すること。

被爆体験者楕神医療受給者証交付台帳に関するこ
と。

第二種健康診既受診者証に関すること。

第二種健康診断受診者の健康診断に関すること。

原子爆弾放射線影響研究会に関すること。

被爆体験妻精神医療受給者証審議会に関すること。

第二種健康診断特例区域に関する事業検討審議会に
関すること。

、

.

.
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援護課

課長
゛条崎

援護係

係長松尾憲和

^

桂子

原爆諸手当及び葬祭料に関すること。

原子爆弾被爆者健康管理手当等支給認定審査会に関
すること.

介護保険等利用被爆者助成に関すること.

原爆症認定申請の進達に関すること.

法外援護に関すること.

原爆被爆者の保健相談等に関すること。

特別事業に関すること。

原爆養護ホームの入所及びショー トステイの利用に
関すること.

原子爆弾被爆者養護ホーム入所判定審査会に関する
4^.

医療認定係

係長數学文
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L・,・原爆資料館、..、..、......、%.......平和推進課
次長兼課長館長中村明俊

、

2

優崎平和推進協会派遣)1
原爆資料館付
松尾美香

兼平和会館長
大久保一哉
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総務企画係

係長兼平和会館係長
中島智子

平和会館の維持管理及び利用許可に開すること。
(歴史民俗資料館及び野口彌太郎記念美術館は除
く。・)

平和推進課及び被爆継承課の経理に関すること。・

原爆資料館の維持管理及び利用許可に関すること。

平和会館及び永井隆記念館との連絡調整に関するこ
と。

原爆資料館内事務の連絡調整に関すること。

日本平和博物館会議に関すること。

原爆資料館運営審議会に関すること。

永井隆記念館に関すること。

平和発信係

係長高崎 裕見子

i'

平和アピールの推進に関すること。

平和に関する詫問題の鯛査研究に関すること。

軍縮・平和に関する事業の推准及び資料の収集に関
すること。

平和宣言文起草委員会に関すること。

(公財)長崎平和推進協会との連絡調整に関するこ
と。

ヒロシマ・ナガサキ平和アビール推進委員会、平和
首長会護に関すること.

日本非核宣言自治体協議会に関すること.

核兵器廃絶長崎連絡協議会に関すること。

第6回核兵器廃絶一地球市民集会ナガサキに関する
こと。

f

被爆継承課

課長松尾

゛

.

.

地球市民集会担当

係長貞包教雄

隆

平和学習係

係長山田 布美乃

平和学習の支援に関すること。

青少年ピースボランティア育成に関すること。

青少年ピースフォーラムに関すること。

青少年平和交流事業に関すること。

世界平和祈念行事実行委員会に関すること。

平和の灯実行委員会に関すること。

「語り継ぐ被爆体験(家族・交流証言)」推進事業
に関すること。

被爆資料係

係長葉山 隆俊

;・・・・・・平和館

原子爆弾による被災に関する資料の調査・収集、保
存及び公開に関すること。

被爆建造物等保存整備事業に関すること.

原爆戦災誌に関すること。

県外原爆展に閲すること。

収蔵資料インターネット公開に関すること。

平和情報ポータルサイト「長崎原爆の記憶」に関す
ること。

長崎市原子爆弾被災資料審議会に関すること。

長崎原爆遺跡調査検討委員会に関すること。

長崎原爆遺跡旧城山国民学校校舎に関すること。
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2 補職者及び職員数

原爆被爆対策部

原爆被爆対策部

部・課等

訥 査

14人

賊職者 3人)

職員数

(補職者

厚生労働省派遣

援

部長

認人

16人

護

12人

【補職者 3人)

次長兼課長

補職等名

係長

泙成30年6月1日現在)

主任

主事

課

※補職者数は係長級以上の数

職員

職員

原爆資料館

課長

平和推進

12人

鯆職者 4人)

係長

主任

人数

専門官

1人

主事

1人

職員

2人

再任用職員

2人

被爆継承

10人

補職者 3人)

館長

3人

次長兼課長

6人

係長

1人

主任

1人

平和推進協会派遣

1人

(補職者 1人)

専門官

2人

主事

1人

職員

1人

課長

2人

係長

3人

主事

2人

職員

1人

次長

1人

3人

1人

1人

(課長級)

1人

5人

1人

2人

4人

3

3人

1人

課

課

課



3 事業の概要

m 被爆者等の動向について

ア被爆者数の推移

年度
被爆者健康手帳

所持者数

25

26

27

35,857

28

34,199

29

32,547

新規

30,813

イ

29,064

被爆者の状況

男性

10,492人
(36.1%)

12

転入

11

1畄

1 13

切替等

4

町

4

105

平

79

計a

96

125

(各年度3月31日現在、単位:人)

死亡

1 10

1,674

1 10

79.92

1,604

85

転出

1,618

103

計

29,064人

1,670

168

1,723

164

計b

1,842

144

世減

(a ・ b)

1,768

149

81.67

1,762

129

△ 1,717

1,819

△ 1,飾8

1,852

10

△ 1,652

女性

18,572人

(63.9%)

(平成30年3月31日現在)

1,986

△ 1,734

100~

69

6,000

(人)

536 ^

2,389

△ 1,749

3,240

95~99

82.66

118

90~94

4,000

2,262

^ 785

85~89

^

2,000

80~84

75,~79

^"繊義欝

0 (年齢)

性別・年齢階層別被爆者数

71~74

2,557

灘競欝駕藤艦讐為

ミ惣欝繍^1

0

4,140

3β80

2,000

4

2,661

4,431

4,000 6.000

(人)

'
'
一
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ウ第一種健康診断受診者証交付者数の推移

年度

25

26

27

28

12

29

10

※「異勳」欄は、第一種健康診断受診者証から被爆者健康手帳に切り替えた件数

新規

工第二種健康診断受診者証交付者数の推移

4

1苗

転入

年度

25

26

27

死亡

28

(各年度3月31日現在、単位:人)

6,721

29

6,451

転出

減

6,226

5,960

※「その他」欄は、披爆者健康手帳取得等による返還の件数

新規

異動※

5,725

オ被爆体験者精神医療受給者証交付者数の推移

増

4

転入

年度
被爆体験者精神
医療受給者 ・正

六付者 数

増減

(a ・ b)

計a

25

26

10

死亡

27

10

28

5,761

(各年度3月31日現在、単位:人)

11

215

29

△2

5,542

転出

261

減

△2

5,351

217

7

△2

※「その他」欄は、証書の返還等の件数

5,134

新規

18

246

その他※

△2

4,919

228

17

1苗

25

19

転入

23

部

0

計b

25

14

2

17

233

増減

(a ・ b)

0

計a

14

280

0

236

30

0

死亡

269

△ 223

29

242

(各年度3月31日現在、単位:人)

△ 270

28

179

△ 225

18

転出

214

△ 266

16

17フ

△ 235

13

205

その他※

13

200

17

23

14

計b

21

12

25

215

増減

(a ・ b)

16

248

19

219

235

△ 185

231

△ 219

△ 191

5

△ 217

△ 215

b計a計

種
証
数
者診
者
断診
付
康
第
健
交

種
証
数
者診
者

一
受診
付
康
第
健
交
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ア

原爆症認定申請状況について

原爆症の認定(厚生労働大臣の認定)

認定要件①病気やけがが原子爆弾の傷害作用によるものであること

ぽたは治癒能力が放ヨ梢Eの影響を受けているこど

②現に治療を要する状態にあること

認定された場合①認定疾病の治療費は銭ゑ国費負担

②医療特別手当明客貢140,000円)の卦合

イ長崎市の原爆症忍定申請1犬;兄

年度

25

26

申

27

28

365

29

ウ改正された昧行しい審査の方針」{平成25年12月16日改皿

321

352

232

却下

268

202

27フ

219

Φ悪性腫癌(固形がんなど)
②白血病
③副甲状腺機能亢進症

133

取下等

175

119

161

133

新しい審査の方針による原爆症認定の仕組み

審査中

ア被^点力爆D地より
約3.暴【m以内τ吻る者

イ原爆投下よ鳴§100時間
以内に爆D地から約2km
以内に入市した者

ウ原爆投下よ瞰100時問
経過後力喝約2避遍以内
の期問は爆訂地力喝約
2km以内の地点に1週間
程度以上滞在した者

※ア、イ、寸肋場剖ネ原貝的こ認定

帰

64

(各年度末現在単位:件)

遜、

^

言忍定率

①心筋梗塞
②甲状腺機能低下症
③慢性肝炎・肝硬変

63.6%

62.9%

"

認定被爆者

52

皐、

62.2%

ア被爆地点力卿む敵
よセ粕2,0岫以内

である者

イ原爆投下より翌日
ま司こ爆b地から
約1.α(m以内に
入市した者

,凩{四噐11断

趣,

甑鰻鰹翻難裟欝'§汝、、"1"

62.3%

1,495 人

71.6%

1,5飾人

放射線白内障
(加齢性白内障を際)

1,555 人

1,498 人

1,357 人

i

被爆地点が爆D地
より約1.駄m以内で
ある者

唖、

「別こ医療を要する状態」に該当するかどうかを、当該疾病等の状洲二基うき、個別に判断

ゴ1

「積極的に認定する範囲」に
該当する場合以タトの申請の
場合

,^1戴隷斌摸憐勉断難瓢.ミ

Rき

'.

〔・、・・、 j
起因性を総合的に判断

唖・

認定

幾甑難第臓W鰯灘鄭織鞭

6

、

忍定
一
宅

一
"
兵

該
当
七
い
換
園

■
ヨ

、
コ
,
、
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③各種手当等にっいて

種 別

療特

特別手当

,

支給の対象となる人

負傷又は疾病が原子爆弾の傷害作用によるものであ

るという厚生労働大臣の認定を受けた人(認定被爆

者)で、現在もその負傷又は疾病の状態にある人

原子爆

小頭症手

上記認定を受けた人で、現在は認定された負傷又は疾
病の状態にない人

980円

原子爆弾の放射能の影響による小頭症の人

康管

次の障害のいずれかを伴う疾病にかかっている人
血 機ヨを1旦 ^

臓肝 機能 障

細 胞増 殖機 育E 障
内 腺機分泌 '.ヒ

血脳 管
r^§

早

循 環器機能障 ^

臓機能障腎

水 体混濁による視機能障害晶

機能障畜

機能障畜

癌による消化器機能障

平成30年度
金客貢

206,000円

保健手当

月ぞ亘 21

爆心地から 2

キロメートル

以内で直接被

爆した人及び

被爆当時その

人の胎児であ

つた人

月額

葬典

140,000円

左に該当する人のうち、次【ア)又は

{イ}に該当する人

(ア)省令で定める範囲の身体上の障

害がある人

【イ}配偶者、子及び孫のいずれもいな

い70歳以上の人であって'その

人と同居している人がいない人

月額 51

月額 48, 1 80円

介護手当

^

^

,

省令で定める

範囲の精神上

又は身体上の

障害により介

護を要する状

態であって、

かつ、実際に

介護を受けて

いる人

700円

上記(ア)、(イ)のいずれにも該当し

ない人

費用を支出して介護を受けたとき

[費用介護]

(介護保険利用の場合の対象サービ

スは訪問介護・夜間対応型訥問介護・

訪問型サービス陳1号訥問事業D

月額 3 4,4 30円

料

被爆者が死亡したとき、その人の葬祭を主として行っ

た人(死亡原因が交通事故、先天性疾病など原子爆弾

の傷害作用の影響によるものでないことが明らかな

場合を除く)

重度障害で費用を支出しないで家族

等に介護を受けているとき

【家族介護1

月額 34,430円

重度

月客貢

月額 105,
〔下限額 2 1,

中度

17,270円

月額 7 0, 1 9 0円以内

2 9 0円以内
980円〕

医
手

1
2
3
4
5
6
7
8
9 吸

動
呼
運
潰

健
手

理
当

別
当

弾
当

W
打



④原爆・平和関連施設の入館状況について

.

ア原爆資料館

年度

27

28

大人

29

368,4621

有料

354,500:

小人

イ永井隆記念館

351,9821

275,732

.

冒

年度

234,472:

畢

^

259,412:

27

644,194

冒

28

個人

588,972

無料

29

10,9861

611,394

99,551

有料

8,5021

団体

ウ被爆建造物等

06十ム、言

95,204

..

.

8,8181

(単位:人)

冒

4,102:

93,920

743,745

,

年度

修学旅行生
(再掲)

゛

3,7021

゛

684,176

・十

27

.

4,6381

長崎県肪空本部
跡(立山防空壕)

冒

705,314

.

28

15,088

233,736

無料

29

12,204

195,831

11,505

三菱兵器住吉

トンネルエ場跡

13,456

218,221

127,686

9β13

110,579

合計

13,318

長崎原爆遺跡
旧城山国民学校校舎

3,713

(単位:人)

115β15

142,フ74

高校生以下
(再掲)

3,360

122,783

3,102

129,271

32,355

山里小学校
原爆資料室

109,736

29,640

94,762

31,684

43,123

99,916

43,638

(単位:人)

45,940

口計

90,696

86,451

94,044

8
、



5 「第6回核兵器廃絶一地球市民集会ナガサキ」について

(1)概要

核兵器のない平和な21世紀を実現するための国際集会である「核兵器廃絶一地球市

民集会ナガサキ」は全世界の市民・NG0と長崎県民・市民が連帯し、官民一体となっ

た取り組みとして、平成12年からこれまで5回開催されている。

昨年7月の国連における核兵器禁止条約の採択において、各国政府への働きかけなど

の貢献が評価され、ノーベル平和賞を受賞した核兵器廃絶国際キャンペーン(1CAN)

に代表されるように、国連や国際社会の場において、・国内外のNG0などの市民社会の

影響力が増している。

このようななか、「第6回核兵器廃絶一地球市民集会ナガサキ」を開催し、核兵器禁

止条約の実効性を高めるための道筋やNG0の役割などを話し合い、会議の集大成とし

て長崎アピールを採択し、被爆地長崎から核兵器廃絶の願いを世界に発信する。

(2)事業内容

ア・期

イ

ウ主

間

場

催

総事業費

平成30年1 1月1 6日(金)~ 1 8日(日)

長崎原爆資料館、長崎市平和会館ほか会

核兵器廃絶地球市民長崎集会実行委員会委員長朝長万左男
(構成:市民・長崎県・長崎市・公益財団法人長崎平和推進協会)

1 5,0 0 0 千円(長崎市8,000千円、長崎県6,000千円、
参加登録費など 1,000千円)

核兵器のない世界をこの手にマ

禁止条約とICAN/ーベル平和賞を力に

プログラム(内容等、集会の構成については現時点での予定)

工

オ

力

日

1 6日

(金)

開会集会(基調講演、アトラクション等)

分科会①テーマ則ヒ東アジアの非核を目指して」

1 7日

(土)

歓迎レセプション

分科会②

分科会③

1 8日

(日)

分科会④テーマ「核兵器禁止条約は世界を変える規範となるか」

閉会集会(各分科会の報告、長崎アピール採択等)

ピースウォーク

テーマ

テーマ

主な内容

このほか、期間を通じてブース出展及び自主企画を実施

12

「被爆の継承~ヒバクシャの想いに学び・伝える~」

「次世代とつくる核なき世界」

テ



゛.

キ海外ゲスト招聰案

'レベツカ・ジヨンソン(イギリス)アクロニム軍縮外交研究所所長

・ジャクリーヌ・カバツソー(アメリカ)西音臨者州法律財団事務局長

'キャサリン・サリバン(アメリカ)国連軍縮部軍縮教育アドバイサー

・ダニエル・ホグスタ(スィス) 1 CANコーディネーター

・土岐雅子(アメリカ)モントレー国際大学院不拡散研究所

このほか、数名交渉中

(3)その他

アポスターデザインの公募

長崎から世界に平和を訴え、本集会をPRする作品として、ポスターデザインの公
募を実施。

(ア)募集期間平成30年3月1日(木)から 5月1 5日・(火)まで

(イ)応募総数 61点

(ウ)作品選考 6月中旬頃,(実行委員会総会において最終選考予定)

イ参加者見込延3,500人

【参考】過去の参加者実績
,、コ占W ..FL '凡コJ、、..、

」

第 1 回

轡,,・泌開催無、ゞ宮,

第2回

第3回

平成12年

第4回

平成15年

第5回

平成18年

平成22年

平成25年

5,6 2 5 人

6,7 65人

1海外参加者1登録者)、゛"、1 ,","ミー、゛11,"'.ー'、、フ"-1.」,',<.゛"

3,782 人

参加者

3,8 3 3 人

11 か国

3,28 0人

1 0か国

2 7人

8か国

;'、'、●i",、1

1分科会数欝_、」"",一ι0"",、、,

2 5人

8か国

2 7人

7か国

1 3人

10

1 4人
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6 平和教育教材「平和ナガサキ」の改訂・配布について

市内の小中学生の平和教育教材「平和ナガサキ」を、新しい平和教育の指鈴にあわ

せ、これまでの資料集的なものから、自らの思いや考えを書き込むことができるぺー

ジを増やし、小学校4年間、中学校3年間の学びの記録を残せるのものとして改訂し、

小学生版1 5,0 00部、中学生版11,000部を作成した。

対象は小学3年生から6年生、中学1年生から3年生で、初年度である30年度は

全対象者に配布。

平和教育再編成について

弓玩^、
被爆・被害のこと

については発信
できる

自分と異なる意見
に対して自分の考

えを表現できてし
なし

被爆休験の継承
平和の発信

,゛;,,、ι一、.,、悲11、,

平和教育の基本三原則

自分で考える

自分の言葉で伝える
行動する

_.、,^ー"ー、,

ぐ・,真獄的な取痴
'、、、ニ',.,

も'■,ーー'ー.ー~..ー、●'ーーー'、,"●."●,'、"ー

＼

L

平和教育手引書の作成

(0対話を含んだ被燦体験講話
(2)対話型授業の実践
(3)平和ナガサキの活用

忠

避

教貝向け

气ι'

知

'

゛ー"."

・ナガサキユース代表
. RECNA

,大学教授
・被燃省

・平和案内人
・現臓教員

、4ヲ1三^＼ー、、、'.'/'{'、Xト、、、
平和ナガサキの改訂
、、〆i〆,ー、

・"'1¥ゞフく/ fl・
■'1"ニー児童生徒向け
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、

ι

平
和
の
創
造

世
界
子
ど
も
平
和
△
驫

被
爆
体
験
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継
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・
平
和
の
発
信

踊
、
一
.


